
期日 時 教科 教科書・ワーク等の範囲

１校時 社

○歴史教科書P１00～１67

○歴史ワークP２～29
〇単元テストプリント１～５

＜学習のポイント＞

・ワーク・単元テストは、答えを隠して何度も解き直しておきましょ
う。（最低３回）

・テスト範囲の教科書は読み返しておくこと。

＜提出物＞

・歴史ワークP29を社会係が９/１2（木）の放課後までに名簿順

に並び替えて提出すること。

２校時 国

《テスト範囲》

〇「用言の活用」　　　○「漢字の意味」

○「助詞」　　　　　　　　 ○同訓異字

○「ハトはなぜ首を振って歩くのか」

○「黄金の扇風機」

○「サハラ砂漠の茶会」

○テスト範囲の漢字の読み書き

《ワーク》　　　　　　　　《単元テスト》

○Ｐ４０～Ｐ７５　　　　○５～９

※ワークのP５５～Ｐ５６は定期テストには出題し

ませんが、練習問題として取り組んで下さい。

《学習のポイント》

○ワークを終わらせることがテスト勉強ではなく、ワークはもちろん、

プリントや単元テストを使い、大事なことを何度もノートに書いて覚

えたり理解したりして、ワーク等と類似する問題はもちろん、応用問

題でも、学習したことを生かしながら解くことができるようになること

が大切です。後悔先に立たず！できることをできるときにしっかり

やっておきましょう。

《提出物》

○ワーク　

※提出日：１２日（木）テスト終了後教科係に提出し、昼休みまでに　

　 教科係が職員室まで持って来る。

３校時 数

○教科書　～P７７
○ワーク～P５５

○単元テスト１・２

第1回のテスト範囲も含まれます。1学期の復習もしっかりやって
おくこと。また、計算問題が多く出題されます。確実に解けるよう

練習をしておいてください。

４校時 理

〇教科書P.50～96まで

〇問題集Ｐ.11～21 1⃣ まで

〇単元テスト4～6

＜学習のポイント＞

教科書の太字（重要語句）は、必ず覚えておくこと。

化学変化に関しては主に単元テストから出題するので繰り返し
復習しておくこと。

＜提出物＞
理科問題集の範囲の部分を記入し、丸つけ・訂正をしてテスト終

了後に教科係が集めて提出。

１校時 英

○教科書　p29～p57（Program 3～4）

　（※教科書本文の読解問題除く）
○語順トレーニング　p11～p16

○英語の基本学習 p30～p61

○単元テストProgram 3～4

●実力問題も少し含まれます

〈英作文〉２０語以上３５語以内

【提出物】

・テスト範囲の基学、語トレを解いて、１３日（金）昼休みに英語
係に提出　※必ず丸つけ、訂正まですること。

【学習のポイント】

・問題を自力で解けるように、教科書や基本学習の解説を読ん

だり、事前に質問したりしておくべし。

２校時 美

○ワークシート「トリックアート(だまし絵)を楽

しむ」⇒美術資料Ｐ９１「抽象形を使った構

成」、「投影図や透視図を使った構成」　　　　　
　　　　○ワークシート「さまざまな図法で描く」

⇒美術資料Ｐ９０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　○ワークシート「構成美の要素」⇒美

術資料Ｐ１８「構成美の要素」　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　○ワークシート「構図と遠近法」⇒
美術資料Ｐ１６・１７「構図と遠近法」　　　　　　　

　　　　　　　　　○ワークシート「想像の世界を描

く」⇒美術資料Ｐ５６・５７「想像の世界を描
く」

【提出物】

・テスト終了後の昼休みに、美術係がファイルを回収し名簿に付

け、名簿順に並べ、提出する。
【学習のポイント】

・ワークシートを中心に、教科書、美術資料の重要語句等を正確

に書けるようになっておく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　・作図の実技は出題しません。

３校時 家

教科書Ｐ１０６～１３１、Ｐ１３４～１３6、

Ｐ１５４～190

学習ノートＰ５２～６５、
P６６（まち針の打ち方）
Ｐ７０～８5、Ｐ９６①②
始業前の5問テストの内容（重要語句）

【学習のポイント】

○学習のノートはしっかりやっておこう。特に、学習の確認は必ず

やっておこう‼
　「出るよ！」と授業中に言っていたところは出します‼
【提出物】
★学習ノートはテスト終了日に提出すること。

9月
1７日
(火)

9月
1８日
(水)

第２回定期テスト範囲表（２年） 


